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3はじめに

様々な業態・規模のお客様へのデータ連携を中心とした支援実績。
特に基幹システムやSalesforceとの連携は随一。
データ活用のためのシステム連携はお任せください！

大野 修司

自己紹介

■経歴
・1997年 某ITベンダー入社
・2004年 松下電工インフォメーションシステムズ入社
（現：パナソニック インフォメーションシステムズ株式会社）

～ 以降、データ連携ビジネスに従事 ～

パナソニック インフォメーションシステムズ株式会社

データ＆アナリティクスソリューション本部

EAIソリューション部 アソシエイトアーキテクト
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データドリブン経営のためのデータ活用基盤構築や、
データ収集の考え方についてお話します。

※主にDWHやEAIなどバックエンドの話

※パナソニックの事例も少々

本日お話する内容
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１．データ活用したい企業が直面する課題

２．パナソニックの共通データ基盤の考え方

３．データ収集と蓄積の重要性

４．バックエンドの考え方

５．事例紹介

６．EAIツールの機能紹介

アジェンダ
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１．データを活用したい企業が直面する課題
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企業全体のITは複雑化しがち・・・

・・・ A事業 B事業 C事業 ・・・

Microsoft Office 365

中国

米国

A事業 B事業 C事業 ・・・

A事業 B事業
C事業

・・・

A事業 B事業 C事業 ・・・

経営管理

製造

顧客管理

調達

設計

販売

セキュリ
ティ

インフラ

流通

日本

業
務
プ
ロ
セ
ス

事業領域

多事業の集合体

「事業×リージョン×業務」の

マトリックス経営

企業が直面する課題①



8企業が直面する課題②

ITの乱立と同時に、属人化・業務サイロ化が進みがち・・・

アフターフォロー

◼ 基盤強化
◼ 分析による
    サービス開発

◼ SFA導入、活用
◼ オンライン教育ツール
◼ 内部コミュニティ開催
◼ オンライン交流会

リード獲得

主
な
施
策

デ
ー
タ

リード育成 商談

◼ オンライン展示会出展
◼ バーチャルテックディ出展
◼ 商品サイト強化
◼ コンテンツ拡充
◼ ブランディング

◼ オンラインショウルーム
◼ ウェビナー
◼ 名刺管理アプリ導入
◼ 外部企業情報活用
◼ MA統合・活用
◼ インサイドセールス

受注

◼ 需要予測AI
     開発
■ システム再構築

シ
ス
テ
ム

マーケティング部門 フィールドセール部門インサイドセールス部門 カスタマサポート部門

プロセス

⚫ 対応履歴
⚫ 過去取引実績

⚫ メルマガ開封率
⚫ サイト内行動履歴
⚫ 会員登録情報

⚫ 名刺情報
⚫ 企業、業界情報
⚫ 商品情報

⚫ 案件情報
⚫ 商談情報
⚫ 営業活動履歴

⚫ 注文履歴
⚫ 価格情報

活用

リアクティブな
対応

件名管理の
サイロ化

顧客情報の
属人管理

マーケティング管理
のサイロ化

オペレーションの
サイロ化

WEB・製品DB名刺管理アプリ

CTISFA 流通システムマーケティングオートメーション（MA）

個人管理 商品サイトA 商品サイトB EXCEL 受発注A CSシステム受発注BSFA-A

SFA-CSFA-B

商品サイトC

データやオペレーションの属人化・サイロ化

複数のITが乱立



9課題まとめ

企業全体の

事業構造が非常に複雑

①

業務がサイロ化・属人化。

ITも各所に乱立傾向

②

とは言え、既存システムの抜本改革・統一にこだわると
コストもリードタイムも過大に
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２．パナソニックの共通データ基盤の考え方



11共通プラットフォームの提供

乱立しているIT環境にミニマムな横串を通すことで、
「データで価値創出する」トライアルを素早く実施したい



12共通データ基盤の全体像

フロントエンド＆バックエンドで、グループ共通データ基盤を整備し、グループ標準を目指す
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３．データ収集と蓄積の重要性
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様々な源泉アプリのデータを一元管理し、高品質・高鮮度なデータを各事業現場に提供

データドリブン経営を支える基盤

B
a
c
k
-e

n
d

データドリブン経営の推進（データに基づく経営・業務の意思決定および高度化）

様々な切り口のデータを分析 経営の見える化 業務の高度化F
ro

n
t-e

n
d

データドリブン基盤

ERP SaaSアプリ 機器・センサー その他アプリ源泉アプリ

高品質・高鮮度なデータ提供

収集・蓄積
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データの蓄積・加工・提供プロセスに特化し、ビジネスの意思決定の根拠となる
「正確かつ高鮮度なデータ」の迅速な提供が必要

データライフサイクルにおけるポイント

収集 各種データ元が生成・蓄積するデータを収集し、一時保管する

データライフサイクル 定義

蓄積 収集で保持したデータを永続的に履歴保管する

加工

提供準備処理

業務要件処理

分析／可視化

活用

蓄積で保持したデータを利用者が扱って問題ない形に整形し、分析ニーズ毎に切り出して
データを保管、利用者に提供する

複数のデータソースから集めた加工済み構造化データを目的別に保管する

業務要件処理をしたデータの検索性を高めるため、データの持ち方を最適化し、保管する

提供されたデータを分析BI・汎用BIツール等を用いて、分析・可視化する

B
a
c
k
-e

n
d

F
ro

n
t-e

n
d
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４．バックエンドの考え方
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「SSOT機能を備えるデータレイク」、「業務加工処理機能を備えるDWH・DM」、

「データ定義と所在管理機能を備えるデータカタログ」で構成

データ活用プラットフォームデータ源泉 データドリブン基盤

システムi

システムii

システムiii

データレイク DWH・DM

DWH DM収集層 蓄積層 提供層

Single Source Of Truth 機能
（源泉システム無加工データ統合管理）

業務加工機能（論理統合）
（ニーズに最適なデータ加工・提供）

データカタログ

データ定義・所在管理機能（論理統合）
（データ所在／定義／関連性／依存関係管理）

データ
移送

データ
移送

データ
加工

データ
加工

一次保管 永久履歴保管 要求単位提供 テーマ最適化構造化

テーマA

テーマB

YYYY/MM/dd

YYYY/MM/dd

BI ソリューション

機械学習ソリューション

データドリブン基盤
インフラ
リソース

データ
保管層

機能凡例：

バックエンドの全体像

データ
収集
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✓ SSOTの原則のもと、
「唯一正しいデータ」を一つの基盤に集約

SSOT とは？

→「Single Source of Truth（信頼できる唯一の情報源）」の略称。
信頼できるただ1つのソースを確立することで、情報の一貫性と正確性を
確保し、組織内の全員が同じデータに基づいてビジネスの意思決定を行
うことを保証するために使用される概念。

データ可視化基盤源泉 データドリブン基盤

データレイク DMDWH

収集層

一次保管

蓄積層

永久履歴
保管

提供層

要求単位
提供

DWH_A

DWH_B

DWH_C

DWH_D

DM_A

DM_B

DM_C

DM_D

保管可能なデータ形式の柔軟性や
保管コスト低減効果を評価し、
源泉アプリの様々なRAWデータを集約

事業分社・統合化により分散した
各領域のデータを統合し、全社の
データ品質を向上

データの利活用要件に最適な形に
データを加工・保管

源泉無加工データの統合管理 全社横断管理データの保管
データ利活用アプリへの

データ最適化

BIアプリ

業務アプリケーション

・・・

・・・

システムi

システムii

システムiii

重視ポイント1：SSOT
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✓ IT部門側の都合で、無理に一つの環境に統合はしない
✓ データカタログで、基盤とデータを論理的に統合
✓ データのガバナンスを効かせる体制・プロセスを検討

データドリブン基盤 データ活用層源泉システム

ガバナンス

事
業
会
社

A

社

B

社

C

社

D

社

海
外

P
H

D

データマート

データマート

データマート

データマート

データマート

データマート

データマート

データカタログポータル

各社データカタログ アクセス権申請WF

BI
(ダッシュボード／レポーティング)

BI
(ダッシュボード／レポーティング)

BI
(ダッシュボード／レポーティング)

BI
(ダッシュボード／レポーティング)

BI
(ダッシュボード／レポーティング)

BI
(ダッシュボード／レポーティング)

BI
(ダッシュボード／レポーティング)

グループ
データレイク

A社
データウェアハウス

B社
データウェアハウス

C社
データウェアハウス

D社
データウェアハウス

各Region
データウェアハウス

グループ
データウェアハウス

B社
データレイク

C社
データレイク

D社
データレイク

各Region
データレイク

A社
データレイク

E
T
L

(

収
集)

E
T
L

(

収
集)

E
T
L

(

収
集)

E
T
L

(

収
集)

E
T
L

(

収
集)

ETL
(加工)

ETL(加工)

ETL(加工)

ETL(加工)

ETL(加工)

ETL(加工)

必要データの探索と
アクセス権要求

利用者

（論理的単一）
データドリブン基盤

管理者

管理者

E
T
L

(

収
集)

適切なアクセス権管理に
基づき、各基盤のデータは
必要に応じてお互いに参照

データカタログおよびガバナンス
ルールに沿って、組織横断で
論理的にデータ管理

各社ごとに管理すべき領域を
決定し、SSOTの原則のもと、
各社基盤で管理

重視ポイント2：論理統合（業務加工／データカタログ）

ETL
(加工)

ETL
(加工)

ETL
(加工)

ETL
(加工)
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✓ データ戦略策定から基盤の構築・導入、活用定着まで、現場主導で対応

重視ポイント3：導入プロセス

パナソニック インフォメーションズ（株）

データ＆アナリティクスソリューション本部

データ戦略策定・
業務再設計

データ統合・活用
（データ収集／加工／分析・可視化）

業務試行・定着化
および評価・改善検討

• ビジネスニーズや事例を基に
データ利活用ケースを整理

• データ蓄積のロードマップ策定

• データドリブンな標準業務化の
デザイン

 データドリブン基盤の導入

• データレイク・DWH・DM・データカタログなど

• データドリブン基盤の設計・構築方法

• データ、アーキテクチャ・モデリング設計
（パフォーマンスの高くBIツールを活用するためのデータ設計設計）

 データ活用のフロントエンドシステムとの連携

• 業務試行・定着化に向けた
評価、および改善点の洗出し

アジャイル・循環型でスパイラルアップ

データ収集

アプリ
オーナー

源泉アプリ
担当

適用推進

分析アプリ
担当

運用

開発

システム

利用者

源泉
アプリ

データ
ドリブン
基盤

分析
アプリ

開始
データ利活用に関す
る要望の企画

利用者から
データ利活用要望を
ヒアリング／具体化

データ利活用の目的
達成に必要なデータ

を定義

運用に
データ提供依頼

分析アプリ担当から
テーマ定義書の内容
をヒアリングし整理

データドリブン基盤に
必要データが存在するか

2

3

1

テーマ
定義書

Yes

No

１

2 3 4

5 6

テーマ
定義書

Operational
Excellence

Value
Creation 今後求められる領域従来の機能

XX領域

DS活用
機会

DS活用
機会

DS活用
機会

DS活用
機会

DS活用
機会

DS活用
機会

DS活用
DS活用

機会
機会

DS活用

機会

DS活用機
会

DS活用機
会

DS活用
機会 DS活用

機会

DS活用機
会

DS活用機
会

DS活用機
会

DS活用機
会

DS活用機
会

X
X
領
域
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５．事例紹介
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複数の組織内を横断した分析のため、大規模なデータ分析アプリケーションを構築したい

アーキテクチャ

提供サービス

データレイクサービス

データマネジメントポータルサービス

提供バケットにより、源泉アプリのRAWデータを提供

データの出自・意味・内容を管理するデータカタログ機能を提供

A

C

構築

運用・データ提供

基盤利用者
基盤チーム

大規模データを扱えるよう、BIアプリのパフォーマンスを最適化するDWH・DM環境構築のうえ、
BIアプリにてデータを可視化

DWH・DM環境提供サービス
パブリッククラウド1)サービスのデータベース環境を提供
（必要に応じて分析環境設計支援を実施）B

源泉アプリ データドリブン基盤 BIアプリ

データマネジメントポータルサイト

売上
出荷

その他
マスタ

品番
相手先

その他

トランザクション
データレイク

分析用
RAWデータ分析用

RAWデータ分析用
RAWデータ

DM
(データマート)

分析用マートA

分析用マートB

DWH
(データウェアハウス)

履歴保管DB

デ
ー
タ
収
集

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

設計支援

導入事例①



23導入事例②

ERPやSalesforceに蓄積されるデータを、経営判断に今すぐ活用したい

様々な形式のデータを収集し加工する仕組み短期間で構築

アーキテクチャ

源泉アプリ BIアプリデータドリブン基盤

EAI/ETLツール

DWH

提供サービス DWH・DM環境提供サービス
データレイク機能を省略し、DWHに加工済みデータを直接格納する
環境を提供B
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６．EAIツールの機能紹介
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EAI ： Enterprise Application Integration
企業内の様々なシステムをデータを連携させることでアプリケーションの統合を行うこと



26ASTERIA  Warp とは？

• 社内のあらゆるシステムを短時間・低コストでシームレスでつなぐことができます。

• 各部門で活用でき、業務の効率化を実現します。

•

•
DB ERP CRM

•



27ASTERIA Warp アダプター

100種類を超える多くのインターフェース、データ、システム、サービスに対応しています。
※



28ASTERIA Warp ノーコードイメージ

ASTERA Warp 

ID→10

Field1

Column1

Field2 Field3

Column2 Column3 Column4

Field4



29起動方法とトリガー

JP1 System Walker
JMSQueue

ASTERIA Warp

URL

URL

FTP SOAP

Java API

API

ASTERIA Warp FTP SOAP

作成したフローは様々な方法で起動することが可能です。用途に合わせてバッチ、リアルタイムでお使いいただけます。



30開発を支える様々な機能

フローデザイナーには、様々な開発支援機能が準備されており、これらを活用することで開発効率を上げることができます。

Excel/PDF

GUI

SQL

SQL



今回はデータドリブン基盤のバックエンドの部分のお話でしたが、

分析を主としたフロントエンド部分も専門部隊がおり、ご支援可
能です。

お気軽にご相談ください。
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